
 仕 様 書  

 

１．件  名  都市公園遊具点検（Ｒ７）業務委託 

 

２．履行場所  南相馬市原町区錦町一丁目 地内外 

（原町区） 

錦公園、しらゆり公園、桜井公園、青葉公園、よつば公園、小川公園、 

下川原公園、牛越西公園、牛越東公園、高田公園、牛越中央公園、 

西殿公園、日の出公園、国見公園、国見団地中央公園、北町公園、北町

西公園、夜の森公園、水無川いこいの河畔公園、新田川すずり岩公園、

高見公園、北泉海浜総合公園、原町運動公園 

 

        （鹿島区） 

        瀬戸畑公園、沼ノ内公園、サヤノ前公園、あさひ公園、金谷前公園、桜

山平公園、真の川ふれあい広場 

 

（小高区） 

        関場公園、中央公園、東町児童公園  以上３３公園 

 

３．委託期間  契約日 から 令和８年１月３０日 

 

４．委託内容  公園内の遊具を専門技術者（(社)日本公園施設業協会認定 公園施設製品

安全管理士、公園施設製品整備技士）により目視や打診、または用具・

測定器具を使用して作動、変形などの異常を調べ、劣化判定と診断を行

う。 

（１） 対象物件 

市内の公園３３箇所（別紙一覧表）に設置してある遊具（別表参照） 

 

（２） 点検内容 

① 遊具の点検作業は原則として(社)日本公園施設業協会『遊具の安全に関する基準

（ＪＰＦＡ－Ｓ：２００８）』に基づいて行う。 

② 点検に際しては、点検対象となる遊具の特性を十分把握し行う。 

③ 点検に際しては、点検表、ノギス、カメラその他の器具を携行し、確実な点検を

行う。 



（３） 点検方法 

① 目視 

    遊具全体、各部の腐食や変色などの劣化、亀裂、凸凹、傷、錆などを目で

確認する。 

② 打診 

    打診は、点検ハンマーなどで叩いた音から、目視や触診ではわからないよ

うな微妙な変状を察知する方法である。 

    結合部の緩みなどを音の濁りや音の高さの変化により知る方法であるが、

正常な時と異常が生じている時の音の変化をとらえる経験を備える必要が

ある。 

③ 測定器具等による計測 

    メジャーやノギスなどを用いて、設置時の状況と比較して、変形が生じて

いないかを確認する。 

 

（４） 点検結果による判断基準 

点検表、写真を元に以下のように各遊具の総合判定を行う。 

① 判定基準 

判定 判 定 内 容 対 策 の 方 向 性 

Ａ 健全であり、修繕の必要がない 継続使用 

Ｂ 部分的に異常はあるが、部分修繕を 

行えば、使用上問題なし 

継続使用しつつ、部分修繕を行う 

Ｃ やや重要な箇所に部分的な異常があ

り、対策が必要 

使用禁止し、部分修繕を行う 

Ｄ 主要部材・部品に異常があり、大規模

な修繕または廃棄、ないし再構築が必

要 

使用を禁止し、精密点検を行う 

 

② 塗装に関わる判定基準 

判定 判 定 内 容 

Ⅰ 再塗装の必要がない 

Ⅱ 部分的に再塗装が必要 

Ⅲ 全体的に再塗装が必要 

 

（５） 写真撮影 

以下の内容について写真を撮影する。 

① 各公園内の遊具の設置状業がわかる写真（全箇所） 



② 判定Ｂ・Ｃ・Ｄの異常箇所、判定Ⅱ・Ⅲの箇所（対象物件全部） 

 

（６） その他 

① 点検と同時にボルト・ナット類の締め付けやグリスアップなどの簡易作業を行う。 

② 判定Ｄの場合は報告する。 

 

５．提出書類 

（１） 保守点検結果報告書（総括表、公園別集計表）      １部 

（２） 写真帳（Ａ４判）                   １部 

 

６．その他 

 本仕様書に記載のない事項は、担当者と十分協議し定めるものとする。 






















